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9．iSFDG・PETによる口腔癌への応用
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　腫瘍組織のi8FDGの摂取変化を指標として癌化学

療法および放射線療法などの治療効果判定，癌の検

出などに応用し，18FDG－PETを用いて口腔癌の患者

に対してdynamic　scanを行い，癌治療前，後におい

てDifferential　Uptake　Ratio（DUR）を用いて検討した．

　本報告の治療前のDUR値は2．06±0．27～ll．57±

0．95で，平均値は5．17±0．49であるのに対して，治

療後は，1。87±0．39～5．34±0．46で，平均値は2．85±

0．26となり，DUR値の減少が認められた．臨床効果

とDUR値の検討からもDUR値の減少率に有意差が

認められ癌治療効果判定に有用であることが示さ

れ，症例呈示の治療後にhot　spotが認められ，その部

位の病理学組織所見は大星・下里分類によるGrade　II

Bで腫瘍細胞の残存が認められ，腫瘍の検出にも有用

であることを示した．

　頭頸部領域におけるi8FDG－PETは，癌治療効果判

定，癌の検出などに応用できる可能性がきわめて高

いことが示唆された．

10．脳腫瘍の2°ITI．Cl　SPECT
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　脳腫瘍再発の診断と治療前脳腫瘍の悪性度判定に

対する2°iTl－CI　SPECT（TI　SPECT）の有用性について

検討した．対象は1994年7月～1995年5月にTl

SPECTを施行した脳腫瘍27例（男性17例，女性10

例）で，術後再発疑が14例，放治後再発疑が2例，

治療前症例が11例である．方法は2°tTl－cl　111MBq

を静注後15分および3時間後にMULTI　SPECT　3に

て撮像し，視覚的にMR像と比較しまたLIN比を求

めて検討した．再発疑では16例中13例にTlの集積

を認め（astrocytoma　GIII術後再発5例，　glioblastoma

術後再発5例，放治後再発2例），再発例で集積を認

めなかった3例はいずれも病巣が小さかった．治療前

症例では11例中3例にしかT1の集積が認められず，

astrocytoma　GIIIでも集積を認めないものが多かっ

た．Tl　SPECTは脳腫瘍再発の診断に有用であった．

11．Wnfrc－MIBIによる肺癌リンパ節転移巣の検出
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　99mTc－MIBI　SPECTによる肺癌リンパ節転移巣の検

出能を術後の病理所見と対比して検討した．対象は

1994年12月～1995年4月に手術した14例で内訳は

No　7例，　NI　5例，　N23例，　N，　O例である．リンパ節

の同定にはthin　section　helical　CTを用い，　SPECTと

対比した．郭清リンパ節の総数は92個で，うち52個

にMIBI集積を認めたが，転移を確認したのは9個だ

けであった．集積がなく転移を確認したのも2個あっ

た．集積部と肺野のカウント比を出し転移群と非転

移群で比較したが有意差はなかった．今回の検討で

はリンパ節転移検出に99mTc－MIBIの有用性は認めな

かったが，対象群を増やして，部分容積効果を考慮

し，さらに検討が必要と思われた．

12．悪性黒色腫症例に施行したiPI－IMP全身スキャ

　　ンにおける骨髄描出の病的意義に関する検討
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　悪性黒色腫症例に対し施行するi231－IMPシンチグラ

ムの全身スポット像において，通常では集積は強く

ないと思われる骨髄の描出が腰椎背面像では26．3％

に認められた．今回は正面像において軽度から中等

度の骨髄のびまん性の集積に病的意義があるか否か

検討した．明らかな重篤な遠隔転移がないと思われ

る症例においても中等度の集積は認められ，必ずし

も病的ではない可能性があった．原因は特定できな

かったが，化学療法，貧血，肝硬変との関連は明ら

かでなかった．背面像での評価基準については今後

検討したい．
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